


























が68.3mmHg (範囲;65. 3-73. 5 mr出g)，標準偏差は::t3.4mmHgで、あった.
2名の被験者により，目盛り付き駆血帯の着脱を繰り返した場合，被験者Aでは平均駆血圧が66.2
土1.8 mr剖g，被験者Bでは83.0土6.6聞出gで、あった.
N.結論
今回使用したエアパックと接触圧測定器による駆血圧の計測は，正確性，再現性とも高いと考えら
れたよって，接触圧測定器を用いた，目盛り付き駆血帯の駆血圧の計測は可能であると考えられる.
目盛り付き駆血帯を使用し，駆血帯の着脱を行った場合，被験者間での駆血圧の違いを認めたが同一
被験者内での再現性は高いことが推察された.今後，さらに多くの対象者での検証を進めていくこと
が必要であると考えられる.
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